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　平成3年、短期大学部英文科を卒業してからは地元静岡県に戻
り、正社員として印刷広告会社に勤めておりました。同僚上司に
恵まれ充実した日々を過ごしていたのですが、小学生の頃、七夕の
短冊に書いた「歌手になりたい」という夢が私の中に浮かんでは
消え巡っていたのです。
 何となく歌ってみたデモテープ、作ってみた曲を投稿してみたり、
そのご縁でピアノ弾き語りライブを始めることになります。お誘
いを受けコミュニティＦＭでラジオ番組もスタート。
 ピアノを弾きながら歌うなんて、ラジオでトークなんて出来るの
かな？そんな気持ちのまま始めた活動が、20年も続くとは予想し
ていませんでした。
 当初は地元のコミュニティＦＭ1局の放送でした。テーマ選定、原
稿、構成、録音、編集、配信と全て1人作業の制作。こんなにも思
いを込めた番組をもっと広めたい。私の思い一つでＰＲを重ね、
気づけば全国へネットが広がっていました。北海道から沖縄まで
拡大したところで、海外にも届けたい、その願いが届きパラオとメ
キシコでの放送もスタートします。
　子供の頃、テレビやラジオで夢中で聞いていた憧れのミュージシ
ャン、作家の先生も次々とゲスト出演して下さるようになりました。 

　毎週放送の30番組。1人きりでの制作は大変なこともありまし
た。20年を振り返りますと、出産、子育て、入院。そんな時にも放
送が止まることが無いよう、ため録り前録りで乗り切ってきまし
た。そして2024年番組は1000回を迎えます。
 今年は日本パラオ外交樹立30周年の年でもあり、大使館からお
招き頂き1月にパラオで3公演、弾き語りライブをしてまいりまし
た。現地の子供たちとの歌唱ステージもあり、ローマ字の歌詞を見
て私の曲「生まれてから」を歌唱して下さる姿に涙が溢れました。 
 思いがけず大統領から親善大使にもご任命頂き、大変光栄に思
っております。「ダイジョウブ」「メンドクサイ」など、パラオには日
本語が沢山存在します。中でも「ツカレナオス」は「ビールを飲む
こと」。ビールを飲むことにまつわるパラオ語を集め「ツカレナオ
ス」という曲も制作し、パラオの皆さんにも喜んで頂きました。
 相模女子大の学食、大好きでした。ほんの2年間の短大生活では
ありましたが、緑豊かなキャンパスで過ごした時間は私の心に栄
養を与えてくれました。
 「ひろこの音部屋」を皆さんにお聴き頂けましたら嬉しいです。
公式ブログ　http://sakumahiroko.blog24.fc2.com/ 
youtubeチャンネル　https://www.youtube.com/channel/UC17wamnQUh90ej6Bb9L2nIw

ひろこの音部屋は
今年１０００回を迎えます
さくま ひろこ

（平成３年短期大学部英文科卒）

同窓会だより／マーガレット募金

全国コミュニティFM66局、パラオ、メキシコOA
「ひろこの音部屋」制作パーソナリティ

「マーガレット募金」及び「創立125周年記念事業募金」を以下のとおり実施させていただいております。ご支援いただきました皆様に対し、心より御礼
申し上げます。今後ともご支援、ご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

125周年募金委員会委員長　速水　俊裕　　マーガレット募金委員会委員長　竹下　昌之

ご寄付のお願いとお申込方法について

募金内容

❶ お振込（郵便局または銀行窓口）

❸インターネットから申込の場合

　　　❷ 郵送（現金書留）またはご持参　　　
詳細につきましては、大学ホームページ（https://www.sagami-wu.ac.jp/）をご覧いただくか、下記事務局までお問い合せください。

クレジットカード決済となります。
ホームページ上の入力フォームに必要事項を入力の上、ご送信ください。 マーガレット募金

インターネット
申込入力フォーム

創立125周年記念事業募金
インターネット
申込入力フォーム●お問合せ先　学校法人相模女子大学 学園事務部　経理課

　〒252-0383 神奈川県相模原市南区文京2-1-1　TEL:042-747-9558　FAX:042-749-6500　E-mail:bokin@mail2.sagami-wu.ac.jp
●その他奨学寄付金等のご寄付に関するお問合せ先
　相模女子大学・相模女子大学短期大学部　大学事務部　学術研究支援課 TEL:042-747-9570 FAX:042-743-4916

創立125周年記念事業募金

皆様からいただきましたご支援は、ご指定の使い道に従って有効に活用
させていただいております。

本学園の継続的な発展を目的とし、平成２０年度に開設いたしました。
使途について、「学習活動支援」「キャンパス整備」「教育・研究活動支援」より
ご支援先を指定いただくことができ、また、「目的を指定しないご寄付」もお受け
しております。
この中でも「学習活動支援」については、「大学・短期大学部」「中学部・高等部」「小学部」
「幼稚部」と支援対象をより細かく指定することができます。

本学園は、2025 年に創立 125 周年を迎えます。
相模女子大学創立 125 周年記念事業は、「女性の活躍を支援し、地域
とともに発展する『開かれた学園』へ」というコンセプトを掲げ、「学園
キャンパス整備事業」「周年誌編纂・学園アーカイブ室設置事業」「式
典・広報事業」の三事業を実施する計画を進めております。
皆様からいただきましたご支援は、この三事業による地域の活性化と
本学園の更なる発展に有効に活用させていただきます。

マーガレット募金

お申込方法
（個人の場合）

さくまひろこ
公式ブログ



特集1　「第 20 回 ACジャパン広告学生賞」受賞

　若い世代が広告制作を通して公共広告への理解を深め、「公」への意識を育むこ
とを目的に２００５年に設立されました。
　ＣＭ学生賞の名称で「テレビＣＭ部門」からスタートし、第 13 回の開催から「新
聞広告部門」を新設したのを機に広告学生賞へと名称変更しました。
　グラフィック部門の新設により表現の幅も広がり、より多くの学校に参加いただ
けるようになりました。
　学生ならではの自由な視点や発想を選考のポイントとし、グランプリ・準グラン
プリ受賞作品は、ＢＳ民放 11 局と全国５紙に放送・掲載されるということが、この
学生賞の最大の特徴でありメリットといえます。
　今後も、枠にとらわれず若い世代の視点から放たれる斬新な企画を期待しています。

ＡＣジャパン広告学生賞とは
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あ
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す
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な
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な
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あ
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知
り
、守

っ
て
も
ら
い
た
い
。と
い
う
思
い
で
こ
の
テ
ー
マ
を
選

び
ま
し
た
。工
夫
し
た
点
は
自
転
車
と
車
の
車
輪
を
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、
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転
車
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あ
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イ
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転
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。

「
１
日
に
約
100
種
、１
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間
に
約
４
万
種
も
の
動
植
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地
球
上
か
ら
姿
を
消
し
て
い
る
」
こ
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葉
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２
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と
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が
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滅
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に
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と
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滅
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追
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す
。

　新聞広告に限らず一枚の絵で伝えたいことを伝えるということは大変難しいことです。一方で真っ白な紙に
色、形、言葉を要素に構成される表現の可能性は無限です。受賞した２作品はそういった一平面上における表
現の可能性が存分に発揮されました。三木さんの作品『僕だって車のなかま。』のシンプルな絵柄に込められ
たアイデアとキャッチコピー（言葉）との関係は広告表現においても秀逸な作品となりました。伊藤さんの作品
『頼みの綱はニンゲンです。』は誌面という矩形を１枚の絵として捉え、遠近法で描かれた手は見る側の差し伸
べる手が必要であることを象徴しています。作者の切実な思いがしっかりと伝わってくるインパクトある作品と
なりました。（指導担当：生活デザイン学科　堀内）

　今年は、38 校の大学から、266点の作品が集まりました。その
中から、メディア情報学科３年生の岡本みのりさん、熊澤彩花さ
ん、吉川侑里さん、山元海華さんの共作によるＡＥＤをテーマに
したＣＭ「一分一秒無駄にできない」がテレビＣＭ部門で奨励
賞を受賞しました。
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Ａ
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Ａ
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。

　去年に続いて入賞を果たしてとても嬉しいです。本作品はメディ
ア情報学科の専門科目である「広告制作演習」でチームを組んで
制作したものです。学生が主体となり、企画から出演、撮影、編集ま
で、制作工程で次 と々出てくる課題を解決しながら完成しました。
「一分一秒無駄にできない」時にＡＥＤの設置場所を知ることの重
要性を映像でうまく表現し、高く評価されたと思います。おめでとう
ございます。（指導担当：メディア情報学科　金）
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三木花恵さん
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山元海華さん
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公益社団法人 AC ジャパン "AC ジャパン広告学生賞とは " 第 20 回ＡＣジャパン広告学生賞
https://www.ad-c.or.jp/campaign/cm/about/index.html.（参照 2024-07-03）
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現
し
ま
し
た
。特
に
こ
だ

わ
っ
た
点
は
、遠
近
感
、明
暗
、ト
ラ
の
手
と
表
情
で

す
。

　新聞広告に限らず一枚の絵で伝えたいことを伝えるということは大変難しいことです。一方で真っ白な紙に
色、形、言葉を要素に構成される表現の可能性は無限です。受賞した２作品はそういった一平面上における表
現の可能性が存分に発揮されました。三木さんの作品『僕だって車のなかま。』のシンプルな絵柄に込められ
たアイデアとキャッチコピー（言葉）との関係は広告表現においても秀逸な作品となりました。伊藤さんの作品
『頼みの綱はニンゲンです。』は誌面という矩形を１枚の絵として捉え、遠近法で描かれた手は見る側の差し伸
べる手が必要であることを象徴しています。作者の切実な思いがしっかりと伝わってくるインパクトある作品と
なりました。（指導担当：生活デザイン学科　堀内）

　今年は、38 校の大学から、266点の作品が集まりました。その
中から、メディア情報学科３年生の岡本みのりさん、熊澤彩花さ
ん、吉川侑里さん、山元海華さんの共作によるＡＥＤをテーマに
したＣＭ「一分一秒無駄にできない」がテレビＣＭ部門で奨励
賞を受賞しました。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
を
具
体

的
に
思
い
出
す
こ
と
は
で
き
ま

す
か
。学
校
や
駅
な
ど
、
身
近
な

と
こ
ろ
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
見
か
け
る

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。し
か

し
、
実
際
に
必
要
と
な
っ
た
時
、

迷
わ
ず
取
り
に
行
く
自
信
が
あ

る
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。一
分
一
秒
も
無
駄
に

で
き
な
い
な
か
、探
し
迷
っ
て
い

る
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。Ａ
Ｅ
Ｄ

の
設
置
場
所
を
し
っ
か
り
把
握

し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
、探
す

一
分
一
秒
が
命
に
大
き
く
関
わ

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
こ
の

動
画
に
込
め
ま
し
た
。

　
身
近
に
あ
る
け
れ
ど
、
意
外

と
場
所
ま
で
は
知
ら
な
い
な
と

思
っ
て
い
る
人
は
少
な
か
ら
ず

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ち
な
み
に
私
も
そ
の
一
人
で
す
。

撮
影
を
通
し
て
、
非
常
時
の
際

に
必
要
に
な
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
場
所

を
把
握
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に

気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。Ａ

Ｅ
Ｄ
の
場
所
を
知
っ
て
い
る
か

ど
う
か
で
、
人
を
救
え
る
か
ど

う
か
に
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る

と
い
う
重
要
性
を
可
視
化
さ
せ

た
作
品
で
す
。

　
私
達
は
普
段
生
活
し
て

い
る
中
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
う

場
面
は
そ
う
多
く
あ
り
ま

せ
ん
。し
か
し
悲
劇
は
な
ん

の
前
触
れ
な
く
起
こ
り
ま

す
。こ
の
作
品
で
そ
の
こ
と

を
多
く
の
人
が
再
認
識
し
、

い
つ
も
の
当
た
り
前
の
生

活
の
中
で
意
識
す
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
作
品
は
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の

重
要
性
と
そ
の
場
所
の
意

識
を
促
す
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。Ａ
Ｅ
Ｄ
は
知
っ
て

い
る
け
れ
ど
も
、
実
際
に
ど

こ
に
あ
る
か
分
か
ら
な
い
。

本
当
に
必
要
な
時
、
走
る
先

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ
る
の
か
。分

か
る
の
は
日
頃
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
必
要
性
を
意
識
し
て
い

る
人
で
す
。こ
の
作
品
を
通

し
て
、
私
も
常
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

場
所
を
意
識
し
な
が
ら
生

活
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　去年に続いて入賞を果たしてとても嬉しいです。本作品はメディ
ア情報学科の専門科目である「広告制作演習」でチームを組んで
制作したものです。学生が主体となり、企画から出演、撮影、編集ま
で、制作工程で次 と々出てくる課題を解決しながら完成しました。
「一分一秒無駄にできない」時にＡＥＤの設置場所を知ることの重
要性を映像でうまく表現し、高く評価されたと思います。おめでとう
ございます。（指導担当：メディア情報学科　金）

審査員特別賞
三木花恵さん

優　秀　賞
伊藤菜穂さん

奨　励　賞
岡本みのりさん

奨　励　賞
熊澤彩花さん

奨　励　賞
吉川侑里さん

奨　励　賞
山元海華さん

第20回
ACジャパン
広告学生賞 生活デザイン学科

《新聞広告部門》
メディア情報学科
《テレビＣＭ部門》

公益社団法人 AC ジャパン "AC ジャパン広告学生賞とは " 第 20 回ＡＣジャパン広告学生賞
https://www.ad-c.or.jp/campaign/cm/about/index.html.（参照 2024-07-03）

「
第
20
回
A
C
ジ
ャ
パ
ン
広
告
学
生
賞
」受
賞

特
集
1

3　Campus News vol.181 Campus News vol.181　2



5　Campus News vol.181 Campus News vol.181　4

2024 年度 学園イベント情報

［お問合せ］ 相模女子大学高等部
 TEL：042-742-1442　（平日 9 時～ 17 時、土曜日 9 時～ 12 時 30 分）
 Mail：kou@mail2.sagami-wu.ac.jp

※予定は変更になる場合があります。事前に各部HPにて最新情報をご確認ください。
●オープンキャンパス・学校説明会

中 学 部

［お問合せ］ 相模女子大学中学部
 TEL：042-742-1442　（平日 9 時～ 17 時、土曜日 9 時～ 12 時 30 分）
 Mail：chu@mail2.sagami-wu.ac.jp

●プチセツ ※
　・プチセツ 3 9 月 12 日 （木） 10 時～ 11 時
　・プチセツ 4 12 月 12 日 （木） 10 時～ 11 時
　・プチセツ 5 1 月 9 日 （木） 10 時～ 11 時
●プログラミング体験会　【小学 4、5、6 年生対象】 ※
　・プログラミング体験会 4 9 月 7 日 （土）9 時 30 分～ 11 時 00 分
　・プログラミング体験会 5 10 月 12 日 （土）9 時 30 分～ 11 時 00 分
●適性検査型入試体験＆説明会　【小学 6 年生対象】 ※
　・適性検査型入試体験＆説明会 1 9 月 14 日 （土）14 時～ 16 時
　・適性検査型入試体験＆説明会 2 11 月 9 日 （土）14 時～ 16 時
●学校説明会 ※
　・学校説明会 2　10 月 5 日（土）　9 時 30 分～ 11 時 30 分

●ナイト説明会　☆予約不要
　ユニコムプラザさがみはらミ ー テ ィ ングルー ム 4 ( ボーノ相模大野サウスモール 3 階）

　・ナイト説明会 1　10 月 16 日（水）19 時～ 20 時
　・ナイト説明会 2　11 月 13 日（水）19 時～ 20 時
　・ナイト説明会 3　12 月 13 日（金）19 時～ 20 時
　・ナイト説明会 4　  1 月 17 日（金）19 時～ 20 時
●学校行事【相生祭】
　・11 月 3 日（日・祝）、11 月 4 日（月・振替休日）
●プログラミング入試体験会　【小学 6 年生対象】 ※
　・プログラミング入試体験会 1　11月16日（土）9 時 30 分～ 11 時 00 分
　・プログラミング入試体験会 2　12月14日（土）9 時 30 分～ 11 時 00 分
　・プログラミング入試体験会 3　  1月11日（土）9 時 30 分～ 11 時 00 分
●過去問解説会 【小学 6 年生対象】 ※
　・過去問説明会　11 月 30 日（土）　9 時 30 分～ 12 時 10 分

大学院 大学 短期大学部
●オープンキャンパス ※
　・7月27日（土）11時～16時　・8月24日（土）11時～16時　・9月16日（月・祝）13時～16時 ・12月7日（土）13時～15時
　　学科紹介 / 体験授業 / 入試制度説明 / 各種個別相談 / キャンパスツアーなど ・3月23日（日）13時～16時
●キャンパス見学＆入試説明会 ※
 ・10月12日（土）14時30分～16時30分(開催日により内容は異なります。12月は1.2年向けミニOCになります。）
●公開行事【相生祭】
 ・11月3日（日・祝）、11月4日（月・振替休日）
●相生祭同時開催個別相談会 ※
 ・11月3日（日・祝）、11月4日（月・振替休日）10時～15時
＊日程・実施方法・事前予約の有無等が変更になる場合があります。事前にHPで最新情報をご確認ください。

●ＷＥＢオープンキャンパス
 自宅にいながら大学・短期大学部の学びの内容を理解できる
　　　　　　　　WEB オープンキャンパスを開催しています。
●個人での学校見学
 お友達や保護者の方とゆっくりキャンパス見学ができます。
 ［受付時間］
 平　日　9 時～ 17 時　
　土曜日　9 時～ 12 時 30 分（土曜日窓口開室スケジュールは本学 HP よりご確認ください。）　
　日曜日・祝日は休業（ただし正門守衛にてパンフレットを受け取ることができます。）

［お問合せ］ 相模女子大学・相模女子大学短期大学部大学事務部 入試課
 ●詳細は HP をご覧ください。　www.sagami-wu.ac.jp
 フリーダイヤル：0120-816-332　携帯から：042-749-5533
 （平日 9 時～ 17 時、土曜日 9 時～ 12 時 30 分）　　Mail：kouhou@isc.sagami-wu.ac.jp

大学ではオープンキャンパスや入試説明会、併設各部では学校説明会や体験授業など、今後開催予定の学園イベント情報を一挙
ご紹介！事前予約制のイベントもありますので、詳細は各部ホームページでご確認の上、お早めにお申し込みください！

2024 年度 学園イベント情報

WEB
オープンスクール
詳しくはこちら→

●個別学校案内 ※
　・7 月27日（土）～ 8 月24日（土）、平日9 時 30 分～15 時／土曜日9 時 30 分～12 時 30 分
　　＊日曜／祝日、特定日を除く
●学校説明会・体験授業 ※
　・第1回学校説明会   9 月  7日（土）13 時 30 分～16 時
　・第 2 回学校説明会 10 月26日（土）13 時 30 分～16 時
　・第 3 回学校説明会 11月16日（土）   9 時 30 分～12 時
　・第 4 回学校説明会 11月30日（土）13 時 30 分～16 時
●公開行事【相生祭】
　・11月 3日（日・祝）、4日（月・振替休日）
●入試個別相談会 ※
　・12 月3日（火）16 時～19 時　・12 月4日（水）16 時～19 時

高 等 部

幼 稚 部

小 学 部

［お問合せ］ 相模女子大学小学部
●詳細は HP をご覧ください。　www.sagami-wu.ac.jp/sho/
 TEL：042-742-1444　（平日 9 時～ 17 時）
 Mail：sho@mail2.sagami-wu.ac.jp

［お問合せ］ 認定こども園相模女子大学幼稚部
●詳細は HP をご覧ください。　www.sagami-wu.ac.jp　　TEL：042-742-1445　FAX：042-742-1431

●入園希望者対象入園前個別相談会
　・ 8 月 28 日（水）、29 日（木）、30 日（金）
　※10 時 30 分～ 15 時の間で
　　1 人 30 分程度を予定しております。
●認定こども園相模女子大学幼稚部入園説明会
　・第 2 回 9 月 5 日（木）10 時～ 11 時
　・第 3 回 10 月 29 日（火）10 時～ 11 時

●もも組入会説明会（2 歳児対象）
　・9 月 5 日（木）9 時 30 分～
●こんにちは会
　・ 9 月 18 日（水） ・ 10 月 9 日（水）
　・ 11 月 13 日（水） ・ 12 月 11 日（水）
　・ 1 月 15 日（水） ・ 2 月 12 日（水） ・3 月 5 日（水）

●「勉強って楽しい」と感じる授業体験オープンスクール ※
　・7 月 28 日（日）　9 時 20 分～ 12 時【年中・年小対象】
●ナイト説明会 ※
　ユニコムプラザさがみはらセミナールーム 2 ( ボーノ相模大野サウスモール 3 階）

　・7 月 29 日（月）19 時～ 20 時
●学校説明会 ※
　・第 3 回学校説明会　9 月 4 日 （水） 9 時 20 分～ 12 時
　・第 4 回学校説明会　9 月 22 日 （日・祝） 10 時 10 分～ 11 時 40 分

●学校行事【相生祭】 ※
　・11 月 3 日（日・祝）、4 日（月・振替休日）
　　幼稚部から大学まで学園全体の学園祭。鼓笛の学内パ

レードやグランドドリル、劇や合唱をご覧いただけます。
●学校説明会【次年度以降受験希望者向け】 ※
　・11 月 27 日（水）9 時 20 分～ 12 時
●学校行事【造形展】 ※
　・2 月 11 日（火・祝）9 時～ 15 時
　　全校児童の図工作品を展示します。園児が参加できる

ワークショップも開催予定です。
●「勉強って楽しい」と感じる授業体験ミニオープンスクール　※
　・3 月 1 日（土）【年中・年少対象】
　　① 9 時 00 分～ 9 時 40 分 ② 9 時 50 分～ 10 時 30 分
　　③ 10 時 40 分～ 11 時 20 分 ④ 11 時 30 分～ 12 時 10 分

←イベント情報＊イベント予約・詳細は、
　HP「イベント情報」にて
　ご確認ください。
＊最新情報をメールで
　受信することも可能です。

最新情報
メール配信サービス→

※HPにて要予約

※HPにて要予約

※HPにて要予約

※HPにて要予約

中学部
学校説明会
公開行事
詳しくはこちら→

↑
WEB オープン

キャンパス
詳しくはこちら

高等部
学校説明会
公開行事
詳しくはこちら→

https://www.sagami-wu.ac.jp/chukou/examination/h_event/
https://www.youtube.com/playlist?list=PL-FZsbAAvPEE9LQFJhOabX1lwlBY4H_Ws
https://www.sagami-wu.ac.jp/news-pickup/webopencampus/


5　Campus News vol.181 Campus News vol.181　4

2024 年度 学園イベント情報

［お問合せ］ 相模女子大学高等部
 TEL：042-742-1442　（平日 9 時～ 17 時、土曜日 9 時～ 12 時 30 分）
 Mail：kou@mail2.sagami-wu.ac.jp

※予定は変更になる場合があります。事前に各部HPにて最新情報をご確認ください。
●オープンキャンパス・学校説明会

中 学 部

［お問合せ］ 相模女子大学中学部
 TEL：042-742-1442　（平日 9 時～ 17 時、土曜日 9 時～ 12 時 30 分）
 Mail：chu@mail2.sagami-wu.ac.jp

●プチセツ ※
　・プチセツ 3 9 月 12 日 （木） 10 時～ 11 時
　・プチセツ 4 12 月 12 日 （木） 10 時～ 11 時
　・プチセツ 5 1 月 9 日 （木） 10 時～ 11 時
●プログラミング体験会　【小学 4、5、6 年生対象】 ※
　・プログラミング体験会 4 9 月 7 日 （土）9 時 30 分～ 11 時 00 分
　・プログラミング体験会 5 10 月 12 日 （土）9 時 30 分～ 11 時 00 分
●適性検査型入試体験＆説明会　【小学 6 年生対象】 ※
　・適性検査型入試体験＆説明会 1 9 月 14 日 （土）14 時～ 16 時
　・適性検査型入試体験＆説明会 2 11 月 9 日 （土）14 時～ 16 時
●学校説明会 ※
　・学校説明会 2　10 月 5 日（土）　9 時 30 分～ 11 時 30 分

●ナイト説明会　☆予約不要
　ユニコムプラザさがみはらミ ー テ ィ ングルー ム 4 ( ボーノ相模大野サウスモール 3 階）

　・ナイト説明会 1　10 月 16 日（水）19 時～ 20 時
　・ナイト説明会 2　11 月 13 日（水）19 時～ 20 時
　・ナイト説明会 3　12 月 13 日（金）19 時～ 20 時
　・ナイト説明会 4　  1 月 17 日（金）19 時～ 20 時
●学校行事【相生祭】
　・11 月 3 日（日・祝）、11 月 4 日（月・振替休日）
●プログラミング入試体験会　【小学 6 年生対象】 ※
　・プログラミング入試体験会 1　11月16日（土）9 時 30 分～ 11 時 00 分
　・プログラミング入試体験会 2　12月14日（土）9 時 30 分～ 11 時 00 分
　・プログラミング入試体験会 3　  1月11日（土）9 時 30 分～ 11 時 00 分
●過去問解説会 【小学 6 年生対象】 ※
　・過去問説明会　11 月 30 日（土）　9 時 30 分～ 12 時 10 分

大学院 大学 短期大学部
●オープンキャンパス ※
　・7月27日（土）11時～16時　・8月24日（土）11時～16時　・9月16日（月・祝）13時～16時 ・12月7日（土）13時～15時
　　学科紹介 / 体験授業 / 入試制度説明 / 各種個別相談 / キャンパスツアーなど ・3月23日（日）13時～16時
●キャンパス見学＆入試説明会 ※
 ・10月12日（土）14時30分～16時30分(開催日により内容は異なります。12月は1.2年向けミニOCになります。）
●公開行事【相生祭】
 ・11月3日（日・祝）、11月4日（月・振替休日）
●相生祭同時開催個別相談会 ※
 ・11月3日（日・祝）、11月4日（月・振替休日）10時～15時
＊日程・実施方法・事前予約の有無等が変更になる場合があります。事前にHPで最新情報をご確認ください。

●ＷＥＢオープンキャンパス
 自宅にいながら大学・短期大学部の学びの内容を理解できる
　　　　　　　　WEB オープンキャンパスを開催しています。
●個人での学校見学
 お友達や保護者の方とゆっくりキャンパス見学ができます。
 ［受付時間］
 平　日　9 時～ 17 時　
　土曜日　9 時～ 12 時 30 分（土曜日窓口開室スケジュールは本学 HP よりご確認ください。）　
　日曜日・祝日は休業（ただし正門守衛にてパンフレットを受け取ることができます。）

［お問合せ］ 相模女子大学・相模女子大学短期大学部大学事務部 入試課
 ●詳細は HP をご覧ください。　www.sagami-wu.ac.jp
 フリーダイヤル：0120-816-332　携帯から：042-749-5533
 （平日 9 時～ 17 時、土曜日 9 時～ 12 時 30 分）　　Mail：kouhou@isc.sagami-wu.ac.jp

大学ではオープンキャンパスや入試説明会、併設各部では学校説明会や体験授業など、今後開催予定の学園イベント情報を一挙
ご紹介！事前予約制のイベントもありますので、詳細は各部ホームページでご確認の上、お早めにお申し込みください！

2024 年度 学園イベント情報

WEB
オープンスクール
詳しくはこちら→

●個別学校案内 ※
　・7 月27日（土）～ 8 月24日（土）、平日9 時 30 分～15 時／土曜日9 時 30 分～12 時 30 分
　　＊日曜／祝日、特定日を除く
●学校説明会・体験授業 ※
　・第1回学校説明会   9 月  7日（土）13 時 30 分～16 時
　・第 2 回学校説明会 10 月26日（土）13 時 30 分～16 時
　・第 3 回学校説明会 11月16日（土）   9 時 30 分～12 時
　・第 4 回学校説明会 11月30日（土）13 時 30 分～16 時
●公開行事【相生祭】
　・11月 3日（日・祝）、4日（月・振替休日）
●入試個別相談会 ※
　・12 月3日（火）16 時～19 時　・12 月4日（水）16 時～19 時

高 等 部

幼 稚 部

小 学 部

［お問合せ］ 相模女子大学小学部
●詳細は HP をご覧ください。　www.sagami-wu.ac.jp/sho/
 TEL：042-742-1444　（平日 9 時～ 17 時）
 Mail：sho@mail2.sagami-wu.ac.jp

［お問合せ］ 認定こども園相模女子大学幼稚部
●詳細は HP をご覧ください。　www.sagami-wu.ac.jp　　TEL：042-742-1445　FAX：042-742-1431

●入園希望者対象入園前個別相談会
　・ 8 月 28 日（水）、29 日（木）、30 日（金）
　※10 時 30 分～ 15 時の間で
　　1 人 30 分程度を予定しております。
●認定こども園相模女子大学幼稚部入園説明会
　・第 2 回 9 月 5 日（木）10 時～ 11 時
　・第 3 回 10 月 29 日（火）10 時～ 11 時

●もも組入会説明会（2 歳児対象）
　・9 月 5 日（木）9 時 30 分～
●こんにちは会
　・ 9 月 18 日（水） ・ 10 月 9 日（水）
　・ 11 月 13 日（水） ・ 12 月 11 日（水）
　・ 1 月 15 日（水） ・ 2 月 12 日（水） ・3 月 5 日（水）

●「勉強って楽しい」と感じる授業体験オープンスクール ※
　・7 月 28 日（日）　9 時 20 分～ 12 時【年中・年小対象】
●ナイト説明会 ※
　ユニコムプラザさがみはらセミナールーム 2 ( ボーノ相模大野サウスモール 3 階）

　・7 月 29 日（月）19 時～ 20 時
●学校説明会 ※
　・第 3 回学校説明会　9 月 4 日 （水） 9 時 20 分～ 12 時
　・第 4 回学校説明会　9 月 22 日 （日・祝） 10 時 10 分～ 11 時 40 分

●学校行事【相生祭】 ※
　・11 月 3 日（日・祝）、4 日（月・振替休日）
　　幼稚部から大学まで学園全体の学園祭。鼓笛の学内パ

レードやグランドドリル、劇や合唱をご覧いただけます。
●学校説明会【次年度以降受験希望者向け】 ※
　・11 月 27 日（水）9 時 20 分～ 12 時
●学校行事【造形展】 ※
　・2 月 11 日（火・祝）9 時～ 15 時
　　全校児童の図工作品を展示します。園児が参加できる

ワークショップも開催予定です。
●「勉強って楽しい」と感じる授業体験ミニオープンスクール　※
　・3 月 1 日（土）【年中・年少対象】
　　① 9 時 00 分～ 9 時 40 分 ② 9 時 50 分～ 10 時 30 分
　　③ 10 時 40 分～ 11 時 20 分 ④ 11 時 30 分～ 12 時 10 分

←イベント情報＊イベント予約・詳細は、
　HP「イベント情報」にて
　ご確認ください。
＊最新情報をメールで
　受信することも可能です。

最新情報
メール配信サービス→

※HPにて要予約

※HPにて要予約

※HPにて要予約

※HPにて要予約

中学部
学校説明会
公開行事
詳しくはこちら→

↑
WEB オープン

キャンパス
詳しくはこちら

高等部
学校説明会
公開行事
詳しくはこちら→

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdRHf_ADUvM9hsW9bnpXCiET8dPp7g1DHwD2bd34gk9JC0flQ/viewform
https://www.sagami-wu.ac.jp/sho/admission/event/
https://www.sagami-wu.ac.jp/chukou/examination/jh_event/
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  学園各部ホームページ紹介／テレビ神奈川「あっぱれ！ KANAGAWA 大行進」の撮影が行われました

学
園

風
間
誠
史
理
事
長
ら
が
帝
国
女
子
専
門
学
校
跡
地
に
あ
る
碑
を

訪
れ
、戦
災
犠
牲
者
を
慰
霊
し
ま
し
た

　
4
月
16
日
（
火
）、
風
間
誠
史
理
事
長
を
は
じ
め
、
田
中
百
子

同
窓
会
長
、
同
窓
生
ら
が
本
学
の
前
身
で
あ
る
「
帝
国
女
子
専

門
学
校
」
の
跡
地
（
東
京
都
文
京
区
大
塚
）
に
立
て
ら
れ
た
「
大

塚
発
祥
の
地
」
の
碑
を
訪
れ
、
戦
災
犠
牲
者
を
慰
霊
し
ま
し
た
。

　
1
9
4
5
年
4
月
13
日
夜
半
か
ら
14
日
未
明
に
か
け
て
の
大

空
襲
に
よ
り
、
帝
国
女
子
専
門
学
校
の
校
舎
と
学
寮
は
全
焼
し
、

学
生
3
名
・
寮
母
1
名
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
田
中
義

能
校
長
は
「
校
舎
は
焼
け
て
も
、
学
校
は
焼
け
な
い
。
学
校
に
は

永
遠
の
命
が
あ
る
。」
と
教
職
員
や
学
生
を
励
ま
し
、
間
も
な
く

拓
殖
大
学
の
一
部
を
借
り
て
授
業
を
再
開
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

現
在
の
相
模
原
市
の
旧
陸
軍
通
信
学
校
跡
地
に
移
転
し
、
相
模

女
子
大
学
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

　
戦
災
か
ら
79
年
が
経
っ
た
地
を
訪
れ
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々

に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
し
た
。 

（
総
務
課
）

大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
部

「
捨
て
ら
れ
て
い
る
農
産
物
を
使
っ
て
、
健
康
に
よ
く
て
美
味

し
い
ス
ー
プ
を
開
発
す
る
」 

英
理
女
子
学
院
高
等
学
校
で
の

出
前
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
英
理
女
子
学
院
高
等
学
校
2
年
生
の
課
題
解
決
型
探
究
学
習

に
、
人
間
社
会
学
部
社
会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
教
員
が
チ
ー
ム
で

取
り
組
む
出
前
授
業
を
4
月
〜
６
月
に
か
け
て
5
日
間
、
全
８

時
間
行
い
ま
し
た
。

社
会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
科
か
ら
提
案
し
た

テ
ー
マ
は
『
商
品
開

発
を
通
じ
て
社
会
の

し
く
み
を
考
え
よ

う
』。
具
体
的
な
内
容

は
「
捨
て
ら
れ
て
い

る
農
産
物
を
使
っ
て
、

健
康
に
よ
く
て
美
味

し
い
ス
ー
プ
を
開
発

す
る
（
例
え
ば
文
化

祭
で
販
売
）」
で
す
。

　
井
坂
聡
教
授
（
映

像
制
作
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
）、
金
森

剛
教
授
（
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
、経
営
戦
略
）、

木
本
玲
一
教
授
（
文

化
社
会
学
、
歴
史
社

会
学
）、
湧
口
清
隆
教

授
（
交
通
、
経
済
政

策
、地
域
活
性
化
）と
、

社
会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
科
ら
し
い
多
様
な

専
門
分
野
の
4
人
の

本
学
教
員
が
、
そ
の

特
色
を
活
か
し
て
生

徒
た
ち
と
一
緒
に
考

え
な
が
ら
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
そ
の
成
果
は
、
後
日
改
め
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
伝
え
い
た

し
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
。　
　
　 （
社
会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
）

相
模
原
・
町
田
地
域
の
学
生
向
け
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　
相
模
原
・
町
田
地
域
教
育
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
地

元
就
職
を
目
指
す
学
生
に
向
け
て
「
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
第
1
弾
は
5
月
18
日
（
土
）
相
模
女
子
大
学
を
会
場
と

し
、「
相
模
原
エ
リ
ア
」
の
企
業
、
第
2
弾
は
6
月
15
日
（
土
）
に

町
田
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
、「
町
田
エ
リ
ア
」
の
企
業
を
お
招
き
し
、

開
催
し
ま
し
た
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
加
盟
す
る
大
学
等
の
学

生
た
ち
が
数
多
く
参
加
し
、
地
元
就
職
を
希
望
す
る
学
生
に
と

っ
て
、
企
業
の
方
々
と
直
接
お
話
し
が
で
き
る
大
変
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
相
模
原
・
町
田
地
域

教
育
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
は
、
町
田
市
と

相
模
原
市
に
所
在
す

る
大
学
等
8
校
、
お
よ

び
町
田
市
、相
模
原
市
、

町
田
商
工
会
議
所
、
相

模
原
商
工
会
議
所
が

参
加
す
る
団
体
で
、
本

協
定
に
基
づ
き
、
市
民

の
学
習
・
教
育
機
会
の

充
実
や
地
域
貢
献
活

動
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。（

就
職
支
援
課
）

テレビ神奈川「あっぱれ！KANAGAWA大行進」の撮影が行われました

学園各部ホームページ紹介

4 月 27 日（土）にテレビ神奈川（TVK）の人気番組「あっぱれ！ KANAGAWA 大行
進」の撮影が行われました。
この番組は、神奈川県内の全市町村を 1 年間かけて巡る超地元密着のふれあい番
組です。 大橋彰（アキラ 100％）さんとテレビ神奈川アナウンサーの照井七瀬さん
がコンビを組み、神奈川県内 33 市町村各地の魅力や観光スポット、地域の人々と
の交流などを取り上げて紹介しています。今回は相模原市南区の紹介で本学にス
ポットが当たりました。

大学院 大学 短期大学部中学部高等部

幼稚部 小学部

HP はこちらから
ご覧ください

HPはこちらから
ご覧ください

HPはこちらから
ご覧ください

HPはこちらから
ご覧ください

幼稚部ホームページ今秋
　リニューアルオープン予定

バニラにも会いに来てね

同窓生に語り継がれる当時の話に
耳を傾ける風間理事長ら

本学の前身「帝国女子専門学校」
跡地に立つ「大塚の碑」

第 1 回授業（木本玲一教授）第 2 回授業（金森剛教授）

「就職セミナー」の様子
第 3 回授業（湧口清隆教授）

毎日会いたい友だちがいる  毎日学ぶよろこびがある幼稚部つなぐ手

見つけよう、私。はじめよう、未来。 見つめる人になる。見つける人になる。

https://www.youtube.com/watch?v=WUaJRk_Y_Mg
https://www.tvk-yokohama.com/appare/2024/05/post-977.php
https://www.sagami-wu-kg.jp/
https://www.sagami-wu.ac.jp/sho/
https://www.sagami-wu.ac.jp/chukou/
https://www.sagami-wu.ac.jp/
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生
に
向
け
て
「
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
第
1
弾
は
5
月
18
日
（
土
）
相
模
女
子
大
学
を
会
場
と

し
、「
相
模
原
エ
リ
ア
」
の
企
業
、
第
2
弾
は
6
月
15
日
（
土
）
に

町
田
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
、「
町
田
エ
リ
ア
」
の
企
業
を
お
招
き
し
、

開
催
し
ま
し
た
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
加
盟
す
る
大
学
等
の
学

生
た
ち
が
数
多
く
参
加
し
、
地
元
就
職
を
希
望
す
る
学
生
に
と

っ
て
、
企
業
の
方
々
と
直
接
お
話
し
が
で
き
る
大
変
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
相
模
原
・
町
田
地
域

教
育
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
は
、
町
田
市
と

相
模
原
市
に
所
在
す

る
大
学
等
8
校
、
お
よ

び
町
田
市
、相
模
原
市
、

町
田
商
工
会
議
所
、
相

模
原
商
工
会
議
所
が

参
加
す
る
団
体
で
、
本

協
定
に
基
づ
き
、
市
民

の
学
習
・
教
育
機
会
の

充
実
や
地
域
貢
献
活

動
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。（

就
職
支
援
課
）

テレビ神奈川「あっぱれ！KANAGAWA大行進」の撮影が行われました

学園各部ホームページ紹介

4 月 27 日（土）にテレビ神奈川（TVK）の人気番組「あっぱれ！ KANAGAWA 大行
進」の撮影が行われました。
この番組は、神奈川県内の全市町村を 1 年間かけて巡る超地元密着のふれあい番
組です。 大橋彰（アキラ 100％）さんとテレビ神奈川アナウンサーの照井七瀬さん
がコンビを組み、神奈川県内 33 市町村各地の魅力や観光スポット、地域の人々と
の交流などを取り上げて紹介しています。今回は相模原市南区の紹介で本学にス
ポットが当たりました。

大学院 大学 短期大学部中学部高等部

幼稚部 小学部

HP はこちらから
ご覧ください

HPはこちらから
ご覧ください

HPはこちらから
ご覧ください

HPはこちらから
ご覧ください

幼稚部ホームページ今秋
　リニューアルオープン予定

バニラにも会いに来てね

同窓生に語り継がれる当時の話に
耳を傾ける風間理事長ら

本学の前身「帝国女子専門学校」
跡地に立つ「大塚の碑」

第 1 回授業（木本玲一教授）第 2 回授業（金森剛教授）

「就職セミナー」の様子
第 3 回授業（湧口清隆教授）

毎日会いたい友だちがいる  毎日学ぶよろこびがある幼稚部つなぐ手

見つけよう、私。はじめよう、未来。 見つめる人になる。見つける人になる。



な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

を
覗
い
た
瞬
間
の
自
分

の
感
情
を
大
切
に
、
撮

影
し
て
い
き
た
い
で

す
。

（
高
等
部
写
真
部

髙
島
彩
那
）

仲
間
の
大
切
さ

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、

県
大
会
に
出
場
し
て
一
試

合
で
も
多
く
勝
つ
こ
と
を

目
標
に
日
々
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
み
ん
な
で
努

力
し
て
き
た
結
果
、
１
月

と
5
月
に
行
わ
れ
た
大
会

で
、
地
区
予
選
を
突
破
し
、

学園各部報告  
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中
学
部
・
高
等
部

他
学
年
と
の
交
流

　
5
月
2
日
（
木
）
に
中
学

部
で
新
入
生
歓
迎
会
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
の
新
入
生

歓
迎
会
で
は
、「
バ
ー
ス
デ

ー
ラ
イ
ン
」「
鬼
ご
っ
こ
」「
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
」「
借
り
物
競

争
」
の
4
つ
の
ゲ
ー
ム
を
行

い
ま
し
た
。
特
に
白
熱
し
た

ゲ
ー
ム
は
「
借
り
物
競
争
」

で
し
た
。「
借
り
物
競
争
」

は
チ
ー
ム
ご
と
に
、
各
学
年

か
ら
人
を
一
人
ず
つ
出
し
て

3
人
1
組
の
チ
ー
ム
に
な

り
、
お
題
に
合
っ
た
人
を
探

し
、
連
れ
て
来
る
ゲ
ー
ム
で

す
。
普
段
は
関
わ
ら
な
い
他

学
年
の
人
と
も
、
ゲ
ー
ム
に

勝
つ
た
め
の
作
戦
を
話
し

合
っ
た
り
、
チ
ー
ム
同
士
、

分
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
を

通
し
て
、
他
学
年
と
の
交
流
を
た
く
さ
ん
す
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
楽
し
く
素
敵
な
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

（
中
学
部
　
池
田
桃
栞
）

心
で
感
じ
る
こ
と

　
今
回
、
J
P
S
展
に

て
自
分
の
作
品
が
受
賞

で
き
た
こ
と
を
非
常
に

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

数
十
年
前
か
ら
一
人
暮

ら
し
を
す
る
祖
母
と
、

遺
影
の
中
の
祖
父
を
撮

影
す
る
際
に
感
じ
た
物

寂
し
さ
を
表
現
す
る
た

め
に
、
何
度
も
試
行
錯

誤
を
し
な
が
ら
撮
影
し

ま
し
た
。
こ
う
し
て
素

晴
ら
し
い
結
果
を
残
せ

た
こ
と
は
、
私
に
と
っ

て
大
変
貴
重
な
経
験
と

成
長

　
2
年
の
終
わ
り
頃
に
、
体
育
の
先
生
に
「
体
育
祭
運
営
委
員
や

っ
て
み
な
い
か
」
と
声
を
か
け
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
き

っ
か
け
に
、
自
分
を
中
心
に
体
育
祭
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
今
ま
で
は
裏
で
前
に
立
つ
人
の
サ
ポ
ー
ト
ば
か
り
で
し

た
が
、「
体
育
の
授
業
を
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
り
、
責
任

感
が
あ
る
人
に
声
を
か
け
て
る
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
人
の
前

に
立
つ
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。

　
三
年
生
で
運
営
委
員
長
に
な
り
、
何
十
人
も
の
実
行
委
員
を

ま
と
め
る
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
先
生
方
や
副
委
員
長
、
運

営
員
の
メ
ン
バ
ー
に
助
け
て
も
ら
い
、
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
体
育
祭
当
日
は
様
々
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
ま
で
で
1
番
の
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
み

ん
な
を
取
り
ま
と
め
る
の
に
慣
れ
て
き
た
頃
に
は
体
育
祭
が
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
回
得
た
経
験
を
体
育
祭
だ
け
で
終

わ
ら
す
の
で
は
な
く
、
今
後
様
々
な
場
面
で
活
か
し
て
い
き
た
い

で
す
。　（
体
育
祭
運
営
委
員
長
　
高
等
部
3
年
　
矢
後
ほ
の
か
）

体
育
祭
で
楽
し
か
っ
た
こ
と

　
昨
年
度
の
体
育
祭
は
コ
ロ
ナ
で
応
援
団
が
な
か
っ
た
の
で

す
が
、今
年
度
の
体
育
祭
は
応
援
団
も
復
活
し
賑
や
か
で
楽
し

い
体
育
祭
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
中
で
も
今
回
私
が
楽
し
か
っ

た
こ
と
は
さ
が
っ
ぱ
運
び
リ
レ
ー
で
す
。4
人
1
組
で
2
本
の

長
い
棒
を
持
ち
、「
さ
が
っ
ぱ
ジ
ョ
ー
」を
運
ぶ
リ
レ
ー
形
式
の

中
学
部
種
目
で
す
。中
学
部
体
育
祭
運
営
委
員
で
は
、
バ
ラ
ン

ス
ボ
ー
ル
を
さ
が
っ
ぱ
ジ
ョ
ー
風
に
ペ
ン
キ
塗
り
す
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。ペ
ン
キ
塗
り
は
と
て
も
大
変
だ
っ
た

の
で
す
が
、先
生
方
や
生
徒
か
ら「
か
わ
い
い
」と
言
っ
て
も
ら

え
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。ま
た
、
本
番
で
も
1
〜
3
年
生
が
笑

顔
で
参
加
し
て
い
て
、こ
の
競
技
に
し
て
良
か
っ
た
な
と
感
じ

ま
し
た
。

　
今
年
の
体
育
祭
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
、
来
年
も
中
・

高
共
に
楽
し
い
と
思
え
る
体
育
祭
に
し
た
い
で
す
。

（
体
育
祭
運
営
委
員
長
　
中
学
部
2
年
　
岩
滝
紗
寧
）

お
散
歩
大
好
き

　
年
長
組
に
進
級
し
、
身
体
だ
け
で
な
く
心
も
成
長
し
た
子
ど

も
た
ち
。
友
だ
ち
の
こ
と
が
大
好
き
な
気
持
ち
が
日
々
の
生
活
か

ら
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
登
園
す
る
と
「
今
日
は
製
作
を
し
て
遊
ぼ

う
」「
昨
日
の
続
き
し
よ
う
よ
」
と
友
だ
ち
と
話
を
し
、
お
ま
ま

ご
と
や
製
作
や
折
り
紙
な
ど
好
き
な
遊
び
に
夢
中
で
す
。
身
体

を
動
か
す
こ
と
も
大
好
き
で
、「
い
つ
お
散
歩
に
行
く
？
」「
お
散

歩
に
行
き
た
い
」
と
学
内
散
歩
に
行
く
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　
散
歩
に
行
く
中
で
、
自
然
を
肌
で
感
じ
た
り
、
触
れ
た
り
し
な

が
ら
、
友
だ
ち
と
共
に
歩
く
心
地
良
さ
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。
大

学
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
走
っ
て
遊
ん
だ
り
、
ビ
オ
ト
ー
プ
の
近
く
で
昆

虫
探
し
や
植
物
に
触
れ
る
こ
と
を
楽
し
ん
だ
り
、
季
節
の
植
物

を
探
し
た
り
と
そ
の
時
々
で
子
ど
も
た
ち
と
散
歩
の
ル
ー
ト
を
決

め
て
い
ま
す
。
初
め
は
好
き
な
場
所
を
何
度
も
訪
れ
て
い
ま
し
た

が
、今
で
は
「
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
が
沢
山
あ
る
か
ら
、こ
こ
に
行
こ
う
」

「
こ
こ
に
は
沢
山
昆
虫
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
よ
」
と
自
然
の
様

子
や
経
験
を
元
に
、
行
き
た
い
場
所
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

　
散
歩
を
し
て
い
く
中
で
、
大
学
生
・
高
校
生
・
中
学
生
の
お
姉

さ
ん
や
小
学
生
の
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
作

業
を
し
て
い
る
方
な
ど
様
々
な
人
に
出
会
い
ま
す
。
挨
拶
を
し
た

り
手
を
振
っ
た
り
と
繋
が
り
を
持
て
る
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
も

嬉
し
い
よ
う
で
、
人
と
の
出
会
い
の
中
で
様
々
な
気
付
き
や
発
見

を
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
自
然
を
肌
で

感
じ
な
が
ら
散
歩
を
楽
し
み
、
様
々
な
こ
と
に
興
味
や
関
心
を
持

て
る
よ
う
に
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
西
山
）

認
定
こ
ど
も
園 
幼
稚
部

小
学
部

感
動
の
仕
上
が
り
！

楽
し
く
て
か
っ
こ
い
い
小
学
部
運
動
会
・
全
校
演
技
　

　
５
月
25
日
（
土
）、
第
73
回
「
小
学
部
運
動
会
」
を
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
程
よ
い
曇
り
空
で
、
運
動
す
る
に
は
最
適
な
天

候
の
中
、
子
ど
も
た
ち
は
思
い
切
っ
て
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
と
て
も
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
保
護
者
種
目
の

「
綱
引
き
」
で
は
、
参
加
人
数

に
対
し
て
綱
の
長
さ
が
足
り

ず
、
２
回
に
分
け
て
の
勝
負
と

な
り
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
さ

ん
も
大
勢
い
ら
し
て
、
同
窓
生

レ
ー
ス
は
例
年
以
上
に
大
盛
況

で
し
た
。

　
伝
統
の
全
校
演
技
は
『
全

校
魂
２
０
２
４
』
と
題
し
て
、

ポ
ン
ポ
ン
を
使
っ
た
ダ
ン
ス

を
披
露
し
ま
し
た
。
前
半
の

高
学
年
パ
ー
ト
は
、
曲
『U

R 
not alone

』
に
合
わ
せ
て
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
で
力
強
い
ダ
ン
ス
を
、

低
学
年
か
ら
始
ま
り
全
校
で
踊

る
後
半
部
分
は
、
曲
『
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
』
に

合
わ
せ
て
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
躍

動
感
あ
る
ダ
ン
ス
を
し
ま
し

た
。
運
動
会
前
に
行
う
全
校
演

技
の
練
習
期
間
は
、
た
っ
た
の

２
週
間
で
す
が
、
こ
こ
ま
で
の

完
成
度
に
仕
上
が
る
の
は
、
毎

年
の
積
み
重
ね
が
あ
る
か
ら
で

す
。
あ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

も
全
校
演
技
に
つ
な
が
る
表
現

運
動
の
火
を
絶
や
さ
な
か
っ
た

こ
と
が
、
今
回
の
完
成
度
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
確
信
し
ま
し

た
。 

（
大
熊
）

5、6 年生有志による剣舞 ペアで息を合わせて歓喜の瞬間

お花を摘んだよ！

走るの大好き！

受賞した作品

JPS 展で受賞した高 3 の髙島さん

試合後の集合写真

綱引き

中学部種目「さがっぱ運びリレー」

試合開始前の整列 ドッチボール大会後輩にハチマキを渡す 3 年生

クラス対抗でのリレー

障害物競走

県
大
会
出
場
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
厳
し
い
展
開

の
試
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越

え
て
き
た
こ
と
で
、
よ
り
チ
ー
ム
の
絆
が
深
ま
っ
た
と
実
感

し
て
い
ま
す
。
引
退
試
合
ま
で
の
残
り
の
時
間
を
全
力
で
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
と
向
き
合
い
、
悔
い
の
な
い
よ
う
や
り
切
っ
て
、

最
後
は
顧
問
の
先
生
や
仲
間
と
嬉
し
涙
で
終
え
ら
れ
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

（
高
等
部
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
部
長
　
神
笠
寧
子
）



な
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ム
を
行

い
ま
し
た
。
特
に
白
熱
し
た

ゲ
ー
ム
は
「
借
り
物
競
争
」

で
し
た
。「
借
り
物
競
争
」

は
チ
ー
ム
ご
と
に
、
各
学
年

か
ら
人
を
一
人
ず
つ
出
し
て

3
人
1
組
の
チ
ー
ム
に
な

り
、
お
題
に
合
っ
た
人
を
探

し
、
連
れ
て
来
る
ゲ
ー
ム
で

す
。
普
段
は
関
わ
ら
な
い
他

学
年
の
人
と
も
、
ゲ
ー
ム
に

勝
つ
た
め
の
作
戦
を
話
し

合
っ
た
り
、
チ
ー
ム
同
士
、

分
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
を

通
し
て
、
他
学
年
と
の
交
流
を
た
く
さ
ん
す
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
楽
し
く
素
敵
な
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

（
中
学
部
　
池
田
桃
栞
）

心
で
感
じ
る
こ
と

　
今
回
、
J
P
S
展
に

て
自
分
の
作
品
が
受
賞

で
き
た
こ
と
を
非
常
に

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

数
十
年
前
か
ら
一
人
暮

ら
し
を
す
る
祖
母
と
、

遺
影
の
中
の
祖
父
を
撮

影
す
る
際
に
感
じ
た
物

寂
し
さ
を
表
現
す
る
た

め
に
、
何
度
も
試
行
錯

誤
を
し
な
が
ら
撮
影
し

ま
し
た
。
こ
う
し
て
素

晴
ら
し
い
結
果
を
残
せ

た
こ
と
は
、
私
に
と
っ

て
大
変
貴
重
な
経
験
と

成
長

　
2
年
の
終
わ
り
頃
に
、
体
育
の
先
生
に
「
体
育
祭
運
営
委
員
や

っ
て
み
な
い
か
」
と
声
を
か
け
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
き

っ
か
け
に
、
自
分
を
中
心
に
体
育
祭
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
今
ま
で
は
裏
で
前
に
立
つ
人
の
サ
ポ
ー
ト
ば
か
り
で
し

た
が
、「
体
育
の
授
業
を
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
り
、
責
任

感
が
あ
る
人
に
声
を
か
け
て
る
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
人
の
前

に
立
つ
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。

　
三
年
生
で
運
営
委
員
長
に
な
り
、
何
十
人
も
の
実
行
委
員
を

ま
と
め
る
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
先
生
方
や
副
委
員
長
、
運

営
員
の
メ
ン
バ
ー
に
助
け
て
も
ら
い
、
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
体
育
祭
当
日
は
様
々
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
ま
で
で
1
番
の
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
み

ん
な
を
取
り
ま
と
め
る
の
に
慣
れ
て
き
た
頃
に
は
体
育
祭
が
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
回
得
た
経
験
を
体
育
祭
だ
け
で
終

わ
ら
す
の
で
は
な
く
、
今
後
様
々
な
場
面
で
活
か
し
て
い
き
た
い

で
す
。　（
体
育
祭
運
営
委
員
長
　
高
等
部
3
年
　
矢
後
ほ
の
か
）

体
育
祭
で
楽
し
か
っ
た
こ
と

　
昨
年
度
の
体
育
祭
は
コ
ロ
ナ
で
応
援
団
が
な
か
っ
た
の
で

す
が
、今
年
度
の
体
育
祭
は
応
援
団
も
復
活
し
賑
や
か
で
楽
し

い
体
育
祭
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
中
で
も
今
回
私
が
楽
し
か
っ

た
こ
と
は
さ
が
っ
ぱ
運
び
リ
レ
ー
で
す
。4
人
1
組
で
2
本
の

長
い
棒
を
持
ち
、「
さ
が
っ
ぱ
ジ
ョ
ー
」を
運
ぶ
リ
レ
ー
形
式
の

中
学
部
種
目
で
す
。中
学
部
体
育
祭
運
営
委
員
で
は
、
バ
ラ
ン

ス
ボ
ー
ル
を
さ
が
っ
ぱ
ジ
ョ
ー
風
に
ペ
ン
キ
塗
り
す
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。ペ
ン
キ
塗
り
は
と
て
も
大
変
だ
っ
た

の
で
す
が
、先
生
方
や
生
徒
か
ら「
か
わ
い
い
」と
言
っ
て
も
ら

え
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。ま
た
、
本
番
で
も
1
〜
3
年
生
が
笑

顔
で
参
加
し
て
い
て
、こ
の
競
技
に
し
て
良
か
っ
た
な
と
感
じ

ま
し
た
。

　
今
年
の
体
育
祭
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
、
来
年
も
中
・

高
共
に
楽
し
い
と
思
え
る
体
育
祭
に
し
た
い
で
す
。

（
体
育
祭
運
営
委
員
長
　
中
学
部
2
年
　
岩
滝
紗
寧
）

お
散
歩
大
好
き

　
年
長
組
に
進
級
し
、
身
体
だ
け
で
な
く
心
も
成
長
し
た
子
ど

も
た
ち
。
友
だ
ち
の
こ
と
が
大
好
き
な
気
持
ち
が
日
々
の
生
活
か

ら
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
登
園
す
る
と
「
今
日
は
製
作
を
し
て
遊
ぼ

う
」「
昨
日
の
続
き
し
よ
う
よ
」
と
友
だ
ち
と
話
を
し
、
お
ま
ま

ご
と
や
製
作
や
折
り
紙
な
ど
好
き
な
遊
び
に
夢
中
で
す
。
身
体

を
動
か
す
こ
と
も
大
好
き
で
、「
い
つ
お
散
歩
に
行
く
？
」「
お
散

歩
に
行
き
た
い
」
と
学
内
散
歩
に
行
く
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　
散
歩
に
行
く
中
で
、
自
然
を
肌
で
感
じ
た
り
、
触
れ
た
り
し
な

が
ら
、
友
だ
ち
と
共
に
歩
く
心
地
良
さ
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。
大

学
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
走
っ
て
遊
ん
だ
り
、
ビ
オ
ト
ー
プ
の
近
く
で
昆

虫
探
し
や
植
物
に
触
れ
る
こ
と
を
楽
し
ん
だ
り
、
季
節
の
植
物

を
探
し
た
り
と
そ
の
時
々
で
子
ど
も
た
ち
と
散
歩
の
ル
ー
ト
を
決

め
て
い
ま
す
。
初
め
は
好
き
な
場
所
を
何
度
も
訪
れ
て
い
ま
し
た

が
、今
で
は
「
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
が
沢
山
あ
る
か
ら
、こ
こ
に
行
こ
う
」

「
こ
こ
に
は
沢
山
昆
虫
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
よ
」
と
自
然
の
様

子
や
経
験
を
元
に
、
行
き
た
い
場
所
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

　
散
歩
を
し
て
い
く
中
で
、
大
学
生
・
高
校
生
・
中
学
生
の
お
姉

さ
ん
や
小
学
生
の
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
作

業
を
し
て
い
る
方
な
ど
様
々
な
人
に
出
会
い
ま
す
。
挨
拶
を
し
た

り
手
を
振
っ
た
り
と
繋
が
り
を
持
て
る
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
も

嬉
し
い
よ
う
で
、
人
と
の
出
会
い
の
中
で
様
々
な
気
付
き
や
発
見

を
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
自
然
を
肌
で

感
じ
な
が
ら
散
歩
を
楽
し
み
、
様
々
な
こ
と
に
興
味
や
関
心
を
持

て
る
よ
う
に
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
西
山
）

認
定
こ
ど
も
園 

幼
稚
部

小
学
部

感
動
の
仕
上
が
り
！

楽
し
く
て
か
っ
こ
い
い
小
学
部
運
動
会
・
全
校
演
技
　

　
５
月
25
日
（
土
）、
第
73
回
「
小
学
部
運
動
会
」
を
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
程
よ
い
曇
り
空
で
、
運
動
す
る
に
は
最
適
な
天

候
の
中
、
子
ど
も
た
ち
は
思
い
切
っ
て
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
と
て
も
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
保
護
者
種
目
の

「
綱
引
き
」
で
は
、
参
加
人
数

に
対
し
て
綱
の
長
さ
が
足
り

ず
、
２
回
に
分
け
て
の
勝
負
と

な
り
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
さ

ん
も
大
勢
い
ら
し
て
、
同
窓
生

レ
ー
ス
は
例
年
以
上
に
大
盛
況

で
し
た
。

　
伝
統
の
全
校
演
技
は
『
全

校
魂
２
０
２
４
』
と
題
し
て
、

ポ
ン
ポ
ン
を
使
っ
た
ダ
ン
ス

を
披
露
し
ま
し
た
。
前
半
の

高
学
年
パ
ー
ト
は
、
曲
『U

R 
not alone

』
に
合
わ
せ
て
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
で
力
強
い
ダ
ン
ス
を
、

低
学
年
か
ら
始
ま
り
全
校
で
踊

る
後
半
部
分
は
、
曲
『
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
』
に

合
わ
せ
て
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
躍

動
感
あ
る
ダ
ン
ス
を
し
ま
し

た
。
運
動
会
前
に
行
う
全
校
演

技
の
練
習
期
間
は
、
た
っ
た
の

２
週
間
で
す
が
、
こ
こ
ま
で
の

完
成
度
に
仕
上
が
る
の
は
、
毎

年
の
積
み
重
ね
が
あ
る
か
ら
で

す
。
あ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

も
全
校
演
技
に
つ
な
が
る
表
現

運
動
の
火
を
絶
や
さ
な
か
っ
た

こ
と
が
、
今
回
の
完
成
度
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
確
信
し
ま
し

た
。 

（
大
熊
）

5、6 年生有志による剣舞 ペアで息を合わせて歓喜の瞬間

お花を摘んだよ！

走るの大好き！

受賞した作品

JPS 展で受賞した高 3 の髙島さん

試合後の集合写真

綱引き

中学部種目「さがっぱ運びリレー」

試合開始前の整列 ドッチボール大会後輩にハチマキを渡す 3 年生

クラス対抗でのリレー

障害物競走

県
大
会
出
場
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
厳
し
い
展
開

の
試
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越

え
て
き
た
こ
と
で
、
よ
り
チ
ー
ム
の
絆
が
深
ま
っ
た
と
実
感

し
て
い
ま
す
。
引
退
試
合
ま
で
の
残
り
の
時
間
を
全
力
で
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
と
向
き
合
い
、
悔
い
の
な
い
よ
う
や
り
切
っ
て
、

最
後
は
顧
問
の
先
生
や
仲
間
と
嬉
し
涙
で
終
え
ら
れ
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

（
高
等
部
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
部
長
　
神
笠
寧
子
）
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同窓会
だより

N
e

w
s  

f r o m  c l a s s  r e u
n

i o
n

　平成3年、短期大学部英文科を卒業してからは地元静岡県に戻
り、正社員として印刷広告会社に勤めておりました。同僚上司に
恵まれ充実した日々を過ごしていたのですが、小学生の頃、七夕の
短冊に書いた「歌手になりたい」という夢が私の中に浮かんでは
消え巡っていたのです。
 何となく歌ってみたデモテープ、作ってみた曲を投稿してみたり、
そのご縁でピアノ弾き語りライブを始めることになります。お誘
いを受けコミュニティＦＭでラジオ番組もスタート。
 ピアノを弾きながら歌うなんて、ラジオでトークなんて出来るの
かな？そんな気持ちのまま始めた活動が、20年も続くとは予想し
ていませんでした。
 当初は地元のコミュニティＦＭ1局の放送でした。テーマ選定、原
稿、構成、録音、編集、配信と全て1人作業の制作。こんなにも思
いを込めた番組をもっと広めたい。私の思い一つでＰＲを重ね、
気づけば全国へネットが広がっていました。北海道から沖縄まで
拡大したところで、海外にも届けたい、その願いが届きパラオとメ
キシコでの放送もスタートします。
　子供の頃、テレビやラジオで夢中で聞いていた憧れのミュージシ
ャン、作家の先生も次々とゲスト出演して下さるようになりました。 

　毎週放送の30番組。1人きりでの制作は大変なこともありまし
た。20年を振り返りますと、出産、子育て、入院。そんな時にも放
送が止まることが無いよう、ため録り前録りで乗り切ってきまし
た。そして2024年番組は1000回を迎えます。
 今年は日本パラオ外交樹立30周年の年でもあり、大使館からお
招き頂き1月にパラオで3公演、弾き語りライブをしてまいりまし
た。現地の子供たちとの歌唱ステージもあり、ローマ字の歌詞を見
て私の曲「生まれてから」を歌唱して下さる姿に涙が溢れました。 
 思いがけず大統領から親善大使にもご任命頂き、大変光栄に思
っております。「ダイジョウブ」「メンドクサイ」など、パラオには日
本語が沢山存在します。中でも「ツカレナオス」は「ビールを飲む
こと」。ビールを飲むことにまつわるパラオ語を集め「ツカレナオ
ス」という曲も制作し、パラオの皆さんにも喜んで頂きました。
 相模女子大の学食、大好きでした。ほんの2年間の短大生活では
ありましたが、緑豊かなキャンパスで過ごした時間は私の心に栄
養を与えてくれました。
 「ひろこの音部屋」を皆さんにお聴き頂けましたら嬉しいです。
公式ブログ　http://sakumahiroko.blog24.fc2.com/ 
youtubeチャンネル　https://www.youtube.com/channel/UC17wamnQUh90ej6Bb9L2nIw

ひろこの音部屋は
今年１０００回を迎えます
さくま ひろこ

（平成３年短期大学部英文科卒）

同窓会だより／マーガレット募金

全国コミュニティFM66局、パラオ、メキシコOA
「ひろこの音部屋」制作パーソナリティ

「マーガレット募金」及び「創立125周年記念事業募金」を以下のとおり実施させていただいております。ご支援いただきました皆様に対し、心より御礼
申し上げます。今後ともご支援、ご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

125周年募金委員会委員長　速水　俊裕　　マーガレット募金委員会委員長　竹下　昌之

ご寄付のお願いとお申込方法について

募金内容

❶ お振込（郵便局または銀行窓口）

❸インターネットから申込の場合

　　　❷ 郵送（現金書留）またはご持参　　　
詳細につきましては、大学ホームページ（https://www.sagami-wu.ac.jp/）をご覧いただくか、下記事務局までお問い合せください。

クレジットカード決済となります。
ホームページ上の入力フォームに必要事項を入力の上、ご送信ください。 マーガレット募金

インターネット
申込入力フォーム

創立125周年記念事業募金
インターネット
申込入力フォーム●お問合せ先　学校法人相模女子大学 学園事務部　経理課

　〒252-0383 神奈川県相模原市南区文京2-1-1　TEL:042-747-9558　FAX:042-749-6500　E-mail:bokin@mail2.sagami-wu.ac.jp
●その他奨学寄付金等のご寄付に関するお問合せ先
　相模女子大学・相模女子大学短期大学部　大学事務部　学術研究支援課 TEL:042-747-9570 FAX:042-743-4916

創立125周年記念事業募金

皆様からいただきましたご支援は、ご指定の使い道に従って有効に活用
させていただいております。

本学園の継続的な発展を目的とし、平成２０年度に開設いたしました。
使途について、「学習活動支援」「キャンパス整備」「教育・研究活動支援」より
ご支援先を指定いただくことができ、また、「目的を指定しないご寄付」もお受け
しております。
この中でも「学習活動支援」については、「大学・短期大学部」「中学部・高等部」「小学部」
「幼稚部」と支援対象をより細かく指定することができます。

本学園は、2025 年に創立 125 周年を迎えます。
相模女子大学創立 125 周年記念事業は、「女性の活躍を支援し、地域
とともに発展する『開かれた学園』へ」というコンセプトを掲げ、「学園
キャンパス整備事業」「周年誌編纂・学園アーカイブ室設置事業」「式
典・広報事業」の三事業を実施する計画を進めております。
皆様からいただきましたご支援は、この三事業による地域の活性化と
本学園の更なる発展に有効に活用させていただきます。

マーガレット募金

お申込方法
（個人の場合）

さくまひろこ
公式ブログ

https://sagami-wu.jp-pay.jp/entry_input.php?optEntryType=syunen&_fsi=o9hpuptP
https://sagami-wu.jp-pay.jp/entry_input.php?_fsi=STURe4oP
http://sakumahiroko.blog24.fc2.com/



